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た
。
昔
は
所
得
の
な
い
人
は
税
金

を
払
う
必
要
が
な
か
っ
た
が
、
消

費
税
が
導
入
さ
れ
考
え
方
が
変
わ

り
、
国
民
全
て
公
平
に
消
費
税
を

支
払
っ
て
い
る
の
で
、
使
い
道
を

き
っ
ち
り
し
て
ほ
し
い
と
い
う
議

論
が
こ
う
い
う
話
に
繋
が
る
の
だ

と
思
う
。
消
費
税
が
10
％
に
な
る

と
も
っ
と
こ
う
い
う
話
が
進
む
。

税
の
公
平
な
観
点
か
ら
世
の
中
が

変
わ
っ
て
い
く
事
を
市
民
に
説
明

す
べ
き
と
思
う
。
ま
た
現
在
、
市

で
は
住
基
と
市
民
カ
ー
ド
を
発
行

し
て
い
る
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
が
施
行
と
な
る
と
、
こ
れ
ら
は

ど
の
よ
う
に
整
合
さ
せ
る
の
か
。

平
成
28
年
1
月
を
目
指
し
現

在
検
討
中
で
あ
る
。

後
期
基
本
計
画
見
直
し
の

中
で
都
市
機
能
を
円
滑
に

進
め
る
街
づ
く
り

一
昔
前
は
、「
駅
前
と
道
路

整
備
を
し
、
循
環
バ
ス
を
走
ら
せ

る
」、「
区
画
整
理
を
進
め
固
定
資

産
税
収
を
上
げ
る
」、「
6
メ
ー
タ

以
上
の
道
路
づ
く
り
を
す
る
」
な

ど
聞
い
た
が
、
ま
ち
づ
く
り
部
と

し
て
、
後
期
基
本
計
画
を
踏
ま
え

て
目
指
す
ま
ち
の
位
置
づ
け
は
。

人
口
減
が
予
測
さ
れ
る
中
、

市
街
地
の
ス
ケ
ー
ル
を
維
持
し
な

が
ら
、
歩
い
て
行
け
る
と
い
う
ま

ち
づ
く
り
を
し
た
い
。
安
心
安
全

な
快
適
な
生
活
を
営
む
ま
ち
づ
く

り
を
市
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

中
和
広
域
消
防
組
合
本
部
が

県
広
域
消
防
組
合
本
部
に
な
る
の

で
、
周
辺
道
路
を
高
取
バ
イ
パ
ス

線
と
繋
げ
な
い
と
い
け
な
い
の
で

は
と
昨
年
催
促
し
た
が
、
県
は
高

取
バ
イ
パ
ス
を
高
取
町
の
兵
庫
で

打
ち
止
め
、
本
市
側
か
ら
現
道
を

広
げ
、
博
物
館
か
ら
京
奈
和
へ
繋

げ
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
昨
年
の
９
月
の
一
般
質
問

で
、
何
故
、
県
が
廃
止
す
る
路
線

に
向
か
っ
て
、
本
市
が
繋
げ
に
行

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
と
い

う
答
弁
も
あ
っ
た
。
一
方
、
債
務

負
担
行
為
１
２
７
億
円
の
ホ
テ
ル

の
案
件
時
の
財
政
計
画
に
は
、
高

取
バ
イ
パ
ス
に
つ
い
て
は
、
市
債

発
行
額
が
平
成
29
〜
32
年
ま
で
で

約
10
億
２
，
３
７
０
万
円
と
金
額

が
出
て
い
る
。
29
年
か
ら
事
業
す

る
な
ら
用
地
の
話
も
必
要
だ
が
、

土
地
開
発
公
社
は
何
も
聞
い
て
お

ら
ず
購
入
も
し
て
い
な
い
と
の
こ

と
で
あ
る
。
ど
う
い
う
こ
と
か
。

県
と
協
議
し
た
結
果
、
高
規

格
道
路
で
は
な
い
が
、
縮
小
し
て

道
を
つ
け
た
い
。
高
取
バ
イ
パ
ス

に
つ
い
て
は
総
事
業
費
約
30
億
円

を
考
え
て
い
る
。

高
田
バ
イ
パ
ス
は
県
消
防
本

部
か
ら
近
鉄
線
を
越
え
南
北
の
ア

ク
セ
ス
と
云
わ
れ
る
が
、
24
年
の

中
和
消
防
冊
子
に
よ
る
と
各
支
所

と
の
出
動
回
数
が
極
端
に
変
わ
っ

て
い
な
い
と
思
う
。
必
要
性
は
。

全
体
の
区
域
を
助
け
合
っ
て

い
く
こ
と
に
な
る
の
で
、
若
干
数

字
は
変
わ
る
と
思
っ
て
い
る
。

高
取
町
の
兵
庫
か
ら
越
智
ま

で
は
山
が
1
つ
あ
り
、
ト
ン
ネ
ル

を
抜
く
必
要
が
あ
る
。
そ
ん
な
と

こ
ろ
ま
で
繋
げ
に
行
く
必
要
が
あ

る
の
か
。

県
は
、
広
域
的
幹
線
道
路
と

し
て
の
4
車
線
の
必
要
性
に
つ
い

て
は
、
平
成
21
年
に
廃
止
を
含
め

検
討
し
現
在
手
続
中
で
あ
る
。
市

と
し
て
は
、
広
域
消
防
本
部
が
で

き
、
広
域
避
難
地
で
あ
る
運
動
公

園
が
あ
る
中
、
南
北
の
ア
ク
セ
ス

道
路
は
非
常
に
大
事
だ
と
思
っ
て

い
る
。
消
防
本
部
か
ら
千
塚
公
園

の
事
務
所
付
近
ま
で
を
市
の
生
活

道
路
の
幹
線
道
路
と
し
て
事
業
化

を
検
討
し
、
県
と
調
整
中
で
あ
る
。

当
初
の
高
規
格
道
路
で
あ
れ

ば
4
車
線
と
思
う
が
、
本
市
は
公

園
用
地
と
し
て
計
画
決
定
も
し
て

い
る
部
分
も
あ
り
、
高
取
町
の
兵

庫
か
ら
は
2
車
線
に
な
る
と
思
う
。

計
画
決
定
の
変
更
や
手
続
き
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

県
は
4
車
線
廃
止
の
手
続
中

で
、
同
時
に
市
も
2
車
線
の
都
市

計
画
道
路
と
し
て
計
画
決
定
を
す

る
た
め
の
準
備
中
で
あ
る
。

一般質問
高
橋　

圭
一

高
橋　

圭
一

（
い
ず
れ
の
会
派
に
も
所
属
し
な
い
議
員
）

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
が
施
行
さ

れ
３
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。

『
橿
原
の
教
育
』
の
地
区
公
民
館

の
欄
に
、「
地
区
公
民
館
は
、
生

涯
学
習
の
振
興
と
地
域
連
帯
感
の

育
成
を
図
り
、
豊
か
な
ま
ち
づ
く

り
に
寄
与
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ

た
地
域
の
生
涯
学
習
施
設
で
す
。」

と
定
義
し
て
い
る
。
例
え
ば
先
日

の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
、
サ
ッ
カ

ー
選
手
た
ち
が
卓
球
に
興
じ
て
い

た
が
、
卓
球
は
高
齢
者
も
含
め
て

気
軽
に
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
。

ニ
ー
ズ
調
査
も
必
要
だ
が
、
地
区

公
民
館
、
体
育
館
、
中
央
公
民
館

の
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
利
用
状
況
と
実

態
は
。各

地
区
公
民
館
で
実
施
の
ス

ポ
ー
ツ
活
動
は
軽
運
動
が
主
体
で
、

ヨ
ガ
、
ジ
ャ
ズ
体
操
、
社
交
ダ
ン

ス
、
太
極
拳
、
気
功
、
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
、
空
手
、
卓
球
等
が
あ
り
、

卓
球
は
香
久
山
地
区
公
民
館
で
実

施
さ
れ
て
い
る
。
今
井
と
八
木
地

区
公
民
館
に
も
卓
球
台
は
あ
る
が

現
在
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。

橿
原
市
第
３
期
地
域
福
祉
推

進
計
画
に
、
既
存
施
設
（
資
源
の

活
用
）
と
あ
る
。
地
域
福
祉
推
進

委
員
を
７
年
間
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
こ
と
が
あ
る
が
、
特
に
秋
の
地

域
の
運
動
会
は
非
常
に
に
ぎ
わ
っ

て
お
り
、
学
校
の
運
動
会
と
違
い
、

小
さ
な
子
供
連
れ
の
親
御
さ
ん
た

ち
も
一
緒
に
参
加
で
き
る
地
域
の

運
動
会
で
あ
っ
た
。
場
所
は
営
農

ス
ポ
ー
ツ
広
場
を
借
り
る
な
ど

様
々
な
と
こ
ろ
で
実
施
さ
れ
て
い

る
が
、
営
農
ス
ポ
ー
ツ
広
場
も
含

め
、
地
区
公
民
館
を
初
め
公
共
施

設
な
ど
で
地
域
福
祉
の
委
員
会
の

活
動
拠
点
の
可
能
性
に
つ
い
て
の

現
状
と
今
後
の
考
え
は
。
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